
人
と
心
が
　
か
よ
い
あ
う

陶
磁
と
緑
の
ま
ち
波
佐
見

１１月２６日、九州教具株式会社による波佐見町へのホテル建設決定を受け、波佐見町役場で「立地協　ｌ
ｉ
－
－

定調印式」が行われました。（関連記事は３ページに記載）
波佐見町ヘホテル進出決定！
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一新たな波佐見町圖光皿j'一一謳旧毎渥該1ド

平成､男:年9ﾚ｡･7、ホテル罷業予定
　li月26日に九州教具㈱と波佐見町とでホテル進出にかかる立地協定調印式が開催

されました。

　波佐見町は年間約80万人もの観光客が訪れていますが、宿泊施設が少ないため、

観光客や町内各企業ヘビジネスで訪れる出張者からもホテルがあればとの声が寄せら

れていました。そこで、波佐見町では、ホテルの誘致に向けて企業訪問を重ね、今回

九州教具㈱とホテル進出について合意に至リました。今回進出する九州教具㈱は、事

務機の卸売やホテル事業を行われており、県内に３箇所のホテルを経営されています。

　波佐見町に新たに建設されるホテルは、これまで九州教具㈱が経営している３つの

ホテルとは異なり、「しごとと瀧とリゾート」をコンセプトとし、宿泊者の用途がビジ

ネスでも観光でも波佐見町の魅力を十分に満喫でき、そして温泉と連携してリラック

スできるようなホテルを目指すとのことです。また、九州教具㈱の船橋社長は「波佐

見町の美しい景観に溶け込むホテルにしたい｡」と記者会見で述べられました。

　今回の進出決定を受け、波佐見町では、はさみ温泉周辺の新･たな観光拠点として波

佐見町の地域活性化に大きく寄与してもらえるものと期待しています。

　町民の皆さんもご親威やご友人へご紹介をお願いします。
ｸｮ≒宍戸ド≒=／芦匹ａふＪｓ

▲‐瀕町長

●計画概要

▲調印式の様子
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▲九州教具㈱　船橋社長

ホテル名称
　「Blissvilia（プリス　ヴィラ）波佐見」

そこで過ごすことが深い心の喜び（Bliss）となる、自分の別荘（villa）のような

場所でありたいという願いが込められました。

コンセプト

　[しごとと濯とリゾート｣

しごととゆとり＝クリエイティブで自由な次世代のワーキングスタイルのこと。

湯とリゾート＝温泉を楽しみながら過ごす、リソート型の滞在のこと。

　このふたつが融合した新しい宿泊のおり方を波佐見町から発信されます。

所在地 波佐見町長野郷567番地１

建築構造 木造２階建

建物面積 1,320�

客室数（予定） 44室（ツイン１５室、シングル28室、バリアフリールーム１室）

主要施設 レストラン（兼　会議室）

総投資額 約３億円

着工 平成26年１月

開業予定 平成26年９月

●Ｓ乳ﾖ,72広船嵯尼
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今冬における節電へのご協力のお願い 函

　』㎜ilt゛
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　日ごろから節｢ﾐにご協力いただきありがとうございます。九州電力㈱においては、電力の

安定供給を確保するために、今冬につきましても、下記期間における節電対策に取り組む

こととなりました。生活や健康、経済活動などに支障のない範囲でご協力をお願いします。

○節電期間：平詐言引しi2.月２日月)～平成２６年３月３１日(月)までの中日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(年末年始の１２／３０月)～!／３(金)を除く)

T………でﾌ……=｡=j……7.万｡，I'2 万言1

冬季は，暖房の使用量が多くなる刊引８～日

昌貢と照明や家庭用需要の多くなる夕]ijリ7

－j,j万万･ljTTI115F7手7=II⊃,lyj゛,･:･i7T･rT_--Iﾌ･I)'･呼?1tします。

このうち，ケヅ≒Iｺﾞ.I……万'TI ;j,'-,ﾄﾞyiy!1こついては，濤固(m

　(･.I∠iﾌﾟﾔﾌﾀﾞ･:L･"･-1"｡一一｡: 1=｡'一一IJなります。

(気温が1℃低下ずると時間最大電力が20万kW/℃

程度噌施

エアコン

・設定温度を低めに。｛２０℃を目安に｝

・フィルターは月に１、２回掃除を。

・室外機の吹出口の近くに物を閤かない。

・厚手で床まで届＜長いカーテンや断熱フィルム等

　で、窓からの冷気を遮断。

・タイマーを活用し、運転時間を減らす。

・外出や就寝するＩＯ分前には消す。

＊夏に大活躍の扇風機は、冬に

　も大活躍。暖まって天井付近

　に集まった暖かい空気を慾環

　させ、部屋の温度差を少なく

　する効果がありまず。

ヤ?〒
J癩

ご家庭で使われる電気の約Ｇ割は、エアニ]ン・

照明器具・冷蔵庫・テレビの４製品によって消

費されています。

これらに季節家電製品の電気カーペット・こた

つを含めて、使い方を工夫することで効率のよ

い省エネが実現てきます。

電気カーペット

・分割機能を活用、人が回る所だけスイッチＯＮ。

・断熱マットを敷いて放熱を防ぐ。

・衣類を多めに着て、設定温度を低めに。

こたつ

・上掛けと敷布団を併用して保温効果を上｢ﾌﾞる。

　(設定温度は低め｢こ｣

･=暖まったらスイッチをこまめに切る。

・衣類を多めに善て、設定温度を低めに、

ぐ

仁ｽﾞ

　　ゝ'. ls･･'･｀-j｀.て／／”

その他

　－　　　　　－Ils　　　　　　･’
lniま

では1部屋で家族団らん。

　・温湿度計を置き、常にチェック。く暖めすざ防止）

　・部屋の出入口に暖簾を付ける、（暖気の流出防止）

　・温水洗浄便座の温度は低めに、（フタも閉める）

　・電気ストーブやセラミックヒーターは消費電力が大

　きく、効率が悪いため広い部屋には不向き。使い方

　を工夫しよう。

・掃除の前には部屋の片付けをo（掃除機の使用時間

　短縮）

　簡単な掃除は、ほうきや雑巾がけで。

●問い合わせ先　役場住民福祉課環境衛生係　電話85－21ヤ1（内線１１３） 資料提供：九州電力株式会社

j?∂ほ72 J9匹唱●
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波佐見町の職員を募集します。（平成26年度採用予定）

●受付期間

●第ｉ次試験

‥-一一一一　＿　　._

釧

し些才

平成26年１月６日（月）17 : 00まで

（土一日・祝日及び12月28日～１月５日の期間は受け付けません｡）

平成26年１月26日（日）佐世保市労働福祉センター

試験区分 試験職種 職務内容 採用予定数 受　験　資　格

大学卒業程度 行　諏 一般行政事務 若千名
昭和59年４月２日から
平成４年４月１日までに
生まれた者

※申込用紙は波佐見町役場総務課で交付します。（郵送請求もできます）

●甲込・問い会わせ先　役場総務課総務班　･21･85－2111（内線201）

　　　　　　　　　　　※試験案内は町のホームページにも掲載しています。

▲町内３小学校から６名が

　発表をしてくれました

　
』
心Ｉ

Åパネルディスカッション

－

ｌ

波佐見再発見塾２０１３

ｒふ妃冶≒とを知リいふもざどに雁ぶ
　11月17日（日）、旧中央小学校講堂兼公会堂をメイン会場に、「波佐発馬発見塾2013」

が開催されました。

　「波佐見馬発見塾」として３回目の開催となった今回にに主に町民の方を対象に開催

され、約150名の参加がありました。

　午前中に行われた中尾地区・南地区（岳辺田部）・波佐見金山（湯無田部）を３班に

分かれての散策では、町内に住んでいる方でも初めて来たという方や、波佐見に金山

があったことを知らなかったという方もいて、改めて波佐見町の地域の事・歴史を学

ぶ良い機会となりました。

　午後からは町内の小学生（３校から各２名）による歴史発表会やパネラーによるパ

ネルディスカッションが行われました。昔の事を懐かしみながら聞く年配の方や、初

めて圈くような話に聞き入る若い方で、会場は時折笑いに包まれながら、大いに盛り

上がりました。

　夜の交流会にも約100名の参加があり、今回の再発見塾で「両発見」した波佐見町の

魅力について語り合う、良い交流の場となりました。

　アンケートでは、「昔を懐かしく思い出せてよかった｡|「波佐見町の良さを再認識し

たJF子供たちやお年寄りの話が聞けてよかった」などの感想が多く、参加者にとって

波佐見町の良さを改めて感じた良い一日となりました。

▲沢田実行委員長の開会挨拶

＠2匹ョパ２ぬ紹佐昭
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「忠原油迦必卜の包囲」やr已鐙夕j･忠孝』
　けば。片｣缶jが必弓引です≒

　《就学指定校の変更》

　本町にお住まいの児童・生徒は、住民登録をしている住所に基づき、就学する学校

を教育委員会が指定していますが、特別な事情がある場合は、保護者の申請により通

　(就)学校の変更が認められる場合があります。なお、許可の判断については教育委

員会が行います。

　ただし、通学途上の安全については保護者が責任を負うことが条件となります。

《区域外就学》

　特別な事情により本町以外の市町村から、波佐見町立小中学校への通（就）

望される方は、保護者の申請により区域外就学が認められる場合があります。

合の特別な事情は、「就学指定校の変更」に準して許可します。

学を希

この場

ただし、通学途上の安全については保護者が責任を負うことが条件となります。

●問い合わせ先

　波佐見町教育委員会　教育総務係‘211･ 85-2034

些丿註諮詣勿当=皇但追弱り作図似追剥の
諭但勁烈苔 壱安坦し些ず、
各種納付額の確認が必要な方に、納付証明言を交付します。

交付窓口は、　期高　　　　　　　は・　年金　、介。保険料は介“　　班です。

※国民健康保険料の納付証明書は、１月中旬に郵送します。

●問い合わせ先

　役場健康雄班.課 国保年金係

介護保険班

讐85-2 1 1 1

'111｀85-2111

(内線１

(内線１

２

３

５～１

４、！

２

３

7（）

5）

『亭威25年工業統計罰童JT7EF÷します。
　工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにする

ことを目的とした、統計法に基づく報告義務がある重要

な調査です。

　調査結果は、中小企業施策や地域振興などの基礎資料

として利活用されます。

　調査時点は、平成２５年１２月３１日です。調査票へ

のご回答をお願いいたします。

政府統計

●問い合わせ先　役場商工振興課企業誘致係‘S･85 －21 11（内線221,222）

２匹∃ｊ２広裁一匹!●
｜



急[記消尽]

～良い新年を殺えるたぬに～
　　｢火の用６１戸繰り確認

Ｉ
Ｉ
ｇ

‐
Ｉ

　１２月２５日（水）～３１日（火）まで、歳末消防特別警戒が実施されます。期間中は消防団

が夜間巡回を行い、午後９時に啓発のためサイレンを噴らします。

　この時期はパ町かとあわただしく、火の取扱いも不注意になりがちです。また、空気が乾燥し
ていることから、火災が発生しやすい時期でもあります。　　　;:

　J-I゛　F－　　　-i=l司-/j↓｡11､太･･↓J.4.心匹→一一7「1十９ロヴ!、↓-　４一ｉｌ→→ｚ-ｒ、-７ご　　こもiz
l｡

　さらに、事件や事故も多発する時期でもありますので、戸締

りの確認や防犯対策を再確認しましよう。

　家庭での小さな心がけで未然に火災ぺ事件・事故を防ぐこと

ができます。

　皆様のご協力をお願いいたします。

　　　　～信順順治鼻面謳回穏MIド
広覗諮rで君国尨ｐＲし庚ぶ眉l賛:募集
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　広報はさみでは、町内に拠点を置く任意団体を紹介していく新連載を企画しています。

　「ぜひ、この活動を知ってもらいたい目「新しいメンバーを募集したい目など、広報紙で活

動をＰＲしてみませんか？

　希望される団体は下記要領にそって、お申し込みください。

●対　　象　任意団体（株式会社・学校法人・財団法人・社団法人・NPO法人など以外の団体）

●申込方法　役場企画財政課窓口へ申込書提出

　　　　　　（申込書は役場企画財政課窓□にあります。町ホームページからダウンロードもできます｡）

●募集期限　平成２６年１月２４目（金）１７：００

●注意事項　※募集締め切り後に審査を行い、掲載の可否・掲駅頭を決定します。

　　　　　　※営利目的の宣伝等はできません。

●申込・問い合わせ先　役場企画財政課企画係　昔８ ５－２ １１１（内線２ １２）

2014交廻艶色:求スターカレンダー完庶１
　波佐見ライオンズクラブと波佐見町交通安全母の会による交通安

全カレンダーが製作されました。町内小･中学生の応募作品の中か

ら､特に優秀な作品には金･銀･銅貨が与えられ､金賞作品はカレン

ダーに掲載されています。

　また､応募全作品は、１２月２４日までの｢年末交通安全県民運動｣

期間中､総合文化会館ロビーで展示されます。

(ポスターカレンダーは役場で配布されています｡)

【ポスター金賞】尾崎総菜(南小)､前川夏菜(中央小)､山川真生(東小)

【特別賞】　　折津明依(波中)

【標語金賞】　古川床弥(中央小)

　　　　　　　｢きづいてね　まっすぐあげた　わたしのて｣

●即7∂.y2広裁波政見

S3雙課金ﾎﾞｽﾀｰｶﾚﾝﾀﾞｰ
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本町４人目の102歳　山脇シコさん

おめでとうご百いまずリ
　山脇シヨさんりli内郷）が、この度満i02歳の誕生日を迎

えられ、一淵町長からお祝いの花束が贈呈されました。

現在は、特別養護老人ホームはさみ荘で生活されています。

　週末にはご家族と一緒に過ごされており、食欲旺盛で塗

り綜等にも積極的にチャレンジされ、ご自身の誕生日も元

気な声でハッキリ笞えられ

るなど、まだまだお元気な

ご様子でした。

　これからも、健やかにお

過ごしいただき、末永いご

長寿をお祈りいたします。

健康づくリ食育祭

7外資=池
lりこ，（Si（9ﾝ4

Å―瀧町長から花束を受け取る山脇芒ん

食と器の祭典

炎迎つり
　11月３日、『2013はさみ炎まつり』が、やきもの

公園で開催されました。

　当日は朝からあいにくの雨で、少し肌寒い気候で

したが、300人前限定の「シシ汁」のふるまいには、

傘をさした来場者の長蛇の列ができていました。

　「早食い競争」には急速オーストラリアの方が飛び

入り参加するなど、会場は大いに盛り上がりました。

　また、平成25年度国民健康保険健康寮庭表影がま

つりの中で行われました。今回の表形式では平成24

年度中に一度も病院等にて受診されず、健康な家庭

を維持してこられた61世帯を代表して、２世帯に記

念品が贈られました。

はさみ絶品グルメグランプリ

－　－　　　－f　　・　.-2=座;

石

‾‾゛-771

▲「シシ汁」に長蛇の列か！

▲赤ちゃんハイハイコンテスト

陶山神社奉納相撲大会

▲健原家庭表彰

▲サイコロ・コロコロ

Å早食い競争

罰たかご当俎グルメ喬　子ども力士の名勝負
　11月21日、波佐見町勤労福祉会館で「はさみ

絶品グルメグランプリ」の審査会が行われ、町

内６店舗６作品の中から、グランプリにモン

ネリレギ・ムック（井石郷）の「焼いた鶏と野

菜のケイパーソース」が選ぱれました。

　出品された絶品グ､;

ルメは、［はさみ絶品日

グルメフェア］と称し

て､それぞれの店舗で

１月５日から１月31

日まで提供される予

定です。

ｋ

－　 －

ｊ
一
一
ｊ

　　　▲グランプリ作品

｢焼いた鶏と野菜のケイパーソース｣

　11月10日、湯無田郷産業会館で「第25回陶山

神社奉納相撲大会」が開催されました。

　当日はあいにくの雨であったため、当初予定

されていた陶山神社での開催はできませんで

した。しかし子ども力士たちは、男の子も女の

子も、多くの地区の

人に見守られなが　　　　･ｉ‾　　．　･ ゛．．‘:.､'･

ら大人顔負けの真……___＿旨14J4層

　　　　　　　:……--'-･7=一ぴ1' . 1.　禎_

剣勝負を繰り広げ､Q.一差弓"

応援席からは大き

;み芒でｙ

な歓声と拍手が送'‾こ/･

られていました。
/

▲互角の勝負！？

2匹リ２廊四庄廻＠



今里酒造「六十鯨洲」

式目ぶリ顛大賞回豊川
　!1月7’日、福岡国税局の酒類鑑評会表彰式が福岡

市内で開催され、「純米酒の部」で最上位の大賞に

今里酒造の「六十館洲」が選ばれました。

　審査は［純米酒の部］「本格焼酎の部」「吟醸酒の

部」の各部門から大賞１点、金賞16～18点が選ばれ、

　「純米酒の部」には82点が出品されました。

　「純米酒の部」での大賞受賞は県内初であり、今

里酒造として大賞を受賞されるのは20年ぶりとい

うことでした。

　同社の今里拓専務は、「地元でできたお米（山田

　
　
’
‐
‐
嗜
抜

　
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■

！
・
’
ム
ー
．
．

’
1
　
‐
.
‾
「一

一
一
・
ｑ

錦）で作ったお酒で

受賞できたことが、

嬉しい｡」と話され

ました。

　受賞、おめでとう

ごさいます。

奉仕清掃活動

1山一
J
S

.f

剪捺ちか疆|薩しでかE)うために

－
・

･.･.･　　Z==9

ダ4

』｢｀

,i.･りご‘．･ﾊﾟ1;

j{辿I : j

F然ａ'ザ

　10月19日、「県シルバーの日」に合わせ、波佐見町シル

バー人材センター（中尾正嗣理事長）の60歳から79歳の会

員45名が､町体育センター周辺で奉仕清掃活動をされまし

た。

　約２時間かけて草刈機や鎌で雑草等を取り除いた皆さ

んは、秋晴れの下でさわやかな汗をかいていました。
｜
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Ｊ
広
報
文
芸

俳
句
募
集

　
広
報
は
さ
み
の
俳
句
コ
ー
ナ
ー
「
広
報
文
芸
」

へ
の
投
稿
を
募
集
し
ま
す
。

Ｏ
掲
載
月
号

　
平
成
2
6
年
ｌ
９
号
（
１
月
1
4
日
発
行
）

Ｏ
応
募
資
格

　
町
内
在
往
者
（
年
齢
不
問
）

○
募
集
テ
ー
マ

　
当
季
雑
詠
｛
題
材
は
自
由
で
、
季
語
が
入
っ
た
も
の
｝

　
※
川
柳
は
不
可

○
募
集
期
間

　
1
2
月
１
３
日
（
金
）
～
１
２
月
2
0
日
（
金
）

　
８
暗
3
0
分
～
1
7
時
1
5
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
、
日
は
、
受
付
不
可
）

Ｏ
募
集
数

　
先
着
1
0
入
二
人
一
句
ま
で
、
未
発
表
の
も
の
）

○
応
募
方
法

　
企
画
財
政
課
窓
口
で
応
募
用
紙
に
句
を
記
入
、

　
ま
た
は
電
話
受
付
。
（
広
報
担
当
へ
後
目
提
出
）

　
※
郵
送
で
の
応
募
は
、
事
前
に
電
話
で
の
・
甲
し

　
　
込
み
が
必
要
で
す
。

○
そ
の
他

・
「
広
報
文
芸
」
の
掲
載
は
、
年
４
回
で
す
。

・
募
集
は
、
掲
載
の
前
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
財
政
課
企
画
係
（
広
報
担
当
）

　
四
8
5
－
２
１
１
１
　
内
線
２
１
２

Ｉ

Ｉ
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▲険しい遊のりでも、元気です！

▲温かい『おもてなし』に感誦Ｄ

▲準優勝の波佐見弘道館Ａ

▲第1位　中嶋周柊　選手

▲ご夫婦で見事完走！
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瀾
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1
1
月
2
4
日
、
広
域
林
道
『
虚
空
談
鎔
』
の

過
酷
な
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
〔
2
1
・
０

９
７
�
〕
を
走
り
抜
く
、
「
第
1
1
回
た
ん
じ
や

な
か
ば
い
は
さ
み
林
道
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催

さ
れ
、
県
内
外
か
ら
1
7
歳
～
7
4
歳
ま
で
の
１

２
２
名
の
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

　
毎
年
大
好
評
で
あ
る
中
尾
郷
の
豚
汁
と
、

鬼
水
郷
の
新
米
お
に
ぎ
り
が
今
年
も
ふ
る

ま
わ
れ
、
中
尾
郷
窯
元
連
合
か
ら
は
、
や
き

も
の
の
提
供
な
ど
も
あ
り
、
出
場
選
手
の
み

な
さ
ん
は
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
‥
‥
１
１
月
３
日
、
第
3
6
囲
波
佐
見
町
少
年
剣
道

大
会
が
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町
内

外
か
ら
約
５
８
０
人
の
小
・
中
学
生
剣
士
が

参
加
し
ま
し
た
。

■
大
会
結
果
　
※
敬
称
略

　
【
個
人
戦
】

◆
小
学
生
低
学
年
功
部

　
三
　
位
　
岩
崎
　
大
志
（
礼
心
館
）

◆
中
学
生
男
子
の
部

　
三
　
位
　
西
　
陽
郷
（
弘
道
館
）

　
｛
団
体
戦
｝

◆
中
学
生
男
子
の
部

　
準
優
勝
　
波
佐
見
弘
道
館
Ａ

◆
中
拳
生
女
子
の
部

　
三
　
位
　
波
佐
見
弘
道
館

�でへーｺ一席＼JI肌居八力お

１月19日』（日
‘ ｌ

）

10 : 00

　スタート
　|日上波佐見町と|日下波佐見村の合併を記念して始められた

　『波佐見一周駅伝大会』も58回の開催を迎えます。

　駅伝大会は、！月19日（日）の午前10時に中学校前をスター

トし、７区間30､2kmのコースで競われます。

　レース中は、通行中の車両や沿道の住民の方にご迷惑をお

かけしますが、選手の安全と事故防止のため、次の点にご協

力ください。

｜

レース印聡)治咄咄屈
①レ‾ス前後は車両が多くヽ身動きができないほどの混雑が予想されます･　ゃ

　走者を無理に追い越しての運転や、車での移動応援、伴走は危険ですのでお止めくたさい。

②中継点では、順位の確認や計時が行われます。

　応援される方は、大会運営に支障がないようご協力をお願いします。

③走者が近づいてきたら、事故防止のために車両や応援者は役員の指示に従ってください。

●問い合わせ先　波佐見町体育協会事務局（総合文化会館内）’n｀85－2034

２匹E□2ぬ9佐9●
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『
杭
加
齢
｛
ア
ン
ヂ
エ
イ
ジ
ン
ダ
｝
凰
拳
』

　
　
　
　
東
彼
杵
郡
医
師
会

　
「
ア
ン
テ
エ
イ
ジ
ン
グ
」
、
Ｔ
Ｖ

な
ど
で
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
す

ね
。
み
な
さ
ん
、
ど
の
様
な
イ
メ
ー

ジ
を
も
っ
て
い
ら
っ
し
や
い
ま
す

か
？
　
「
抗
加
齢
医
学
」
と
は
『
若
返
り
』

で
は
な
く
、
「
健
康
に
年
を
取
っ
で

い
く
」
科
学
で
す
。
8
0
歳
で
エ
ベ

レ
ス
ト
に
登
頂
し
た
三
浦
雄
一
郎

さ
ん
の
様
に
と
ま
で
は
言
い
ま
せ

ん
が
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
は
つ

ら
つ
で
あ
る
事
が
目
標
で
す
。

　
老
化
度
を
ど
う
判
定
す
る
か
？

　
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ド
ッ
ク
で

は
「
血
管
・
筋
肉
・
ホ
ル
モ
ン
’

骨
・
脳
」
の
年
齢
を
評
価
し
ま
す
。

こ
の
様
な
特
殊
な
検
査
は
も
ち
ろ

ん
大
切
で
す
が
、
こ
こ
で
は
簡
易

な
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
診
察
と
治

療
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
診
察
。
「
あ
な
た
は
何

歳
ぐ
ら
い
に
見
ら
れ
ま
す
か
？
」

え
っ
？
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
「
一
見
た
目
の
ア
ン
チ
エ
イ

別
府
　
幸
岐
（
波
佐
見
町
）

リ
ン
グ
」
は
と
て
も
大
切
で
す
。
。

動
脈
硬
化
や
喫
煙
、
糖
尿
病
で
血

管
や
肺
が
老
化
し
て
い
る
方
、
大

き
な
病
気
（
透
析
中
、
ガ
ン
な
ど
）

を
持
っ
て
い
る
方
は
、
見
た
目
が

実
年
齢
よ
り
も
上
に
見
え
ま
す
。

逆
に
、
見
た
目
が
若
い
方
は
血
管

や
肺
、
筋
肉
も
若
く
、
こ
れ
が
外

見
に
影
響
し
ま
す
。

　
次
に
、
治
療
。
「
ニ
コ
ニ
コ
で

い
る
事
」
「
運
動
」
「
食
事
」
の
３

点
が
基
本
で
す
。
抗
加
齢
学
会
で

は
「
Ｈ
ａ
ｐ
Ｄ
・
ｙ
ｐ
ｅ
ｏ
ｐ
－
ｅ

　
‐
Ｈ
ａ
ｐ
Ｄ
‐
ｙ
－
ｌ
ｆ
ｅ
」
を
謳

っ
て
い
ま
す
。
生
き
が
い
を
持
ち
、

前
向
き
に
生
活
す
る
事
で
、
ス
ト

レ
ス
を
軽
減
さ
せ
休
に
も
良
い
効

果
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
実
際
、

笑
う
こ
と
で
免
疫
細
飽
か
活
性
化

さ
れ
る
事
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
前
向
き
な
気
持
ち
は
、
中
々

実
行
し
に
く
い
［
運
動
］
へ
の
原

動
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
運
動

の
効
果
は
２
～
３
日
持
続
し
ま
す

の
で
、
週
に
・
３
目
く
ら
い
運
動
の

機
会
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
少
し
速

歩
き
の
散
歩
な
ど
に
加
え
て
、
１

回
は
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き

れ
ば
理
想
的
で
す
。
可
能
な
方
は

プ
ー
ル
で
の
歩
行
が
お
勧
め
で
す
。

浮
力
に
よ
り
関
節
に
は
負
担
を
か

け
ず
、
筋
肉
に
負
担
を
か
け
る
運

動
が
で
き
ま
す
。

　
「
食
事
」
の
基
本
は
「
腹
七
分
目
」
。

八
分
目
よ
り
も
少
な
い
く
ら
・
い
が

理
想
で
す
。
さ
ら
に
、
食
べ
る
順

番
が
重
要
で
す
。
ま
ず
「
野
菜
・

キ
ノ
コ
ー
海
藻
類
の
一
菜
、
汁
物
」
、

次
に
「
肉
・
魚
な
ど
の
主
菜
」
、
最

後
に
「
ご
は
ん
、
パ
ン
、
麺
類
な

ど
の
主
食
」
で
す
。
こ
う
す
る
こ

と
で
、
同
じ
カ
ロ
リ
ー
で
も
血
糖

値
の
上
昇
を
緩
や
か
に
し
、
動
脈

の
老
化
を
防
き
ま
す
。

　
是
非
、
出
来
る
こ
と
か
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
た
さ
い
。

’
ｒ
’
Ｉ
’

9
『

G･

4

ｔ
眼
ふ
ｖ
ｅ
ｅ
９
０
ノ

野
菜
を
食
べ
よ
う
Ｉ
・

　
私
た
ち
の
食
生
活
は
外
食
や
調
理
済
み
食
品
の
多
様
化
と
便
利

に
な
っ
た
一
方
で
、
食
卓
に
は
野
菜
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
日
本
2
1
」
で
目
標
と
し
て
い
る
１
日
の
野
菜
摂
取
量
は
３

５
０
ｇ
で
す
。
し
か
し
、
現
状
で
は
平
均
２
８
２
ｑ
ｒ
）
か
食
べ
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
も
、
長
崎
県
は
男
性
２
７
‐
４
９
、
女
性
２

５
８
９
と
全
国
の
中
で
ワ
ー
ス
ト
4
2
位
と
摂
取
量
が
少
な
い
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
野
菜
は
な
ぜ
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
野
菜
に
含
ま
れ
る
ビ
タ

ミ
ン
は
、
皮
痛
や
粘
膜
を
丈
夫
に
し
、
免
疫
力
を
高
め
、
食
物
繊
維

は
便
通
や
園
内
環
境
を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
野
菜
に
は
抗
酸
化
作
用

が
あ
り
、
生
活
習
慣
病
で
あ
る
高
血
圧
症
や
が
ん
、
脳
卒
中
を
予
防

す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
野
菜
の
栄
・
黄
葉
が
体
の
中
で
十

分
に
働
く
た
め
に
は
１
日
３
５
０
ｑ
・
の
摂
取
が
必
要
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
野
菜
３
５
０
９
は
み
な
さ
ん
の
手
で
大
ま
か
な
目
安
里
が
わ
か

り
ま
す
。
生
野
菜
な
ら
自
分
の
両
手
一
杯
、
顕
で
野
菜
だ
と
片
手
一

杯
で
１
０
０
～
１
２
０
ｇ
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
Ｉ
日
に
必
要
な

里
は
、
生
野
菜
で
「
約
両
手
３
杯
半
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
全
体
の
少
な
く
と
も
三
分
の
Ｔ
’
半
分
を
緑
黄
色
野
菜
｛
色

の
瀧
い
野
菜
｝
に
す
る
と
・
長
い
で
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
も
『
手
ぽ
か

り
』
を
便
っ
て
、
野
菜
を
し
っ
か
り
摂
リ
ま
し
ょ
う
。

健康テレホンプログラム

　･S0120－555－203
一

一 -

　　　　12　月

月血圧の正しい測り方

火足首のねんさ

水ＲＳウイルス
木　ｺﾝﾀｸﾄﾚﾝｽｰｿﾌﾄとﾊｰﾄﾞ呪侭,扮け

金歯秤皿こおける剖lと保険の分かれ船

士E]立ち合い分娩

　　　　　１　月

月発熱について

火肺がん

_.____._._＿･__　‥._　　　　＿　＿

水嘔吐･下痢の時の水分補給

－　-‥･一一一一　---------

木帯状庖疹

-.一一一　---一一---･
金広汎性発達障害について

到ﾖ尿路結石とは①

＊祝祭日は前日のﾃｰﾌﾟが流れます．

●j2∂7J2広蓮池四

－
－
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●実施日・会場

　平成26年１月19日（日） 西諌早公民館

佐世保市労働福祉センター

　平成26年２月２日（日）佐世保市宇久行政センター

　※上記各実施日に一次試験と二次試験があります。

●申込期間

　11月18日（月）～12月20日（金）

　※申込書は役場農林課に準備しています。

●申込・問い合わせ先

　県央振興周農林部農業振興課　‘n･0957 －22－0389

　（〒854-0071　訓早吊永昌東2 5-8）

　県北振興局農林部農業企画課　‘2:!｀41－2｛｝33

　（〒859-6325　佐世保市吉井町大渡80）

　保育士資格を持ち、現在保育士等の職に就いて

いない方を対象に保育所（園）へのスムーズな

就職につなげることを巨的とした研修会を開催し

ます。

●研修日（会場）

　・長崎会場　　平成26年１月20日（月）

　　（長崎市男女共同参画推進センター）

　・五島会場　　平成26年１月21日（火）

　　（五島市福江文化会館）

　・佐世保会場　平成26年２月５日（水）

　　（佐世保市労働福祉センター）

　・諌早会場　　平成26年２月６日（木）

　　（諌早市立たらみ図書館）

　・島原会場　　平成26年２月７日（金）

　　（島原市有明文化会館）

●時　聞

　各会場とも１３ ：００～１５：４５

●内　容

　･講義「保育所保育指針を踏まえた保育実践」

　　　　（保育士養成大学等講師）

　･講話「保育の仕事と保育士への期待」「保育士

　　　　となって」（園長・保育士）

　・保育実習（希望者のみ）

●参加跨　無料

●対象者　保育士資格を判する方・看護師（准看

　　　　　護師）免許を有する方

●甲込み締切日　各会場とも１週間前まで

　その他、内容・申込みに関する詳細は長崎県保

育協会までお願いします。

●問い合わせ先

　長崎県保育協会

　晋0958-46-B871

　ホームページ　htt回/vvww.nagasakihoiku.or.jp/

【広帽
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　創立30周年を迎えた放送大学では、平成26年度

第１学期（４月入学）の学生を募集しています。

　放送大学はテレビ等の放送やインターネットを

利用して授業を行う通信制の大学です。

●募集学生

　一教養学部－

　・科目履修生

　・選科履修生

　・全科履修生

　一大学院－

　・修士科目生

　・修士選科生

●願冊受付

(６ヶ月間在学し、希望する科目を履修)

(１年間在学し、希望する科目を履修)

(4年以上在学し、卒業を目指す)

(６ヶ月問在学し､希望する科目を履修)

(１年間在学し、希望する科目を履修)

　平成26年２月28日（金）まで

●圓い合わせ先

　放送大学長崎学習センター　晋095－813－1317

　ホームページ　http://www.ouj.ac.jp

　匹 生活問題相談センター

相続・遺言・民事トラブルなどのご相談

土地有効活用相談センター

土地の有効活用や農地転用などのご相談

jS岡村行教書士法務事務所内命　　行政書士　岡村達馬

波佐見町折敷瀬郷８５８　８８５－４２８９

ｇ７Ｊｊ２広報波佐見●

相続登記･贈与登記一会社設立等の登記手続

辺丿涯分罰調停･離婚調停･鴎年鏡見入等の申立害類作隋

借金間涵による任意整理手続･破産申立書類作成

西松浦郡有田町本町丙1022番地2湖上ﾋﾟﾙ2剛JR菊田駅から南へ徒歩2分〉
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波佐見町図書館だよk，

講
談
社

体
を
温
め
る
と
健
康
に
な
れ

る
か
ら
冷
え
と
り
の
知
恵
袋

　冷えをとって、心身ともに健康に
なりましょう。お金がかからないさ
まざまな「温活」をはじめ、体温を
上ける一汁一菜、おいしく体を温め
るしょうが料理、飲む薬膳、冷えと
リヨガ、リンパを流ず足マッサージ
などを紹介します。

ベ
ン
こ
ノ
ア
ー
マ
ン
習

　
　
バ
レ
イ
友
佳
子
訳

　
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

５つのルーj

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
式
叱
ら
な
い

子
育
て

がグングン伸

びるﾄ子育てがもっと楽しくなる！

フィンランドの精神科医が、「してはい

けないこと」ではなく、「なってほしい

戻」に焦点を当てたフィンランド式子

育て法をマンガを交えて解説。

池
上
永
」

　
角
川
霧

店著

黙
示
録

　18図:紀前半の琉球王国。数奇な運

命の下に生まれた少年・蘇了犀は、
病局の両のため、立身出世を目指し
て舞踊の頂点を極めようとするが…。
天才の「天国」とr地獄jを描く一

大叙事詩。「小説野性時代」措置を
単行本化。

安
藤
英
男
蓉

　
中
経
出
版

黒
田
宮
兵
衛
の
す
べ
て

　秀吉に天｀Fを取らせた戦国－の軍
師・黒田官兵衛。出自と人物像から、

軍師や領主としての能力、合戦での
活躍、教養、女性との関係まで、黒
田官兵衛のすぺてを解説ずる｡II黒田
如水のすべて」（新人物往来社平成４
年刊）の改四改訂増補。

波佐見町図書館　開館時間10 : 00～18 : 00
　‘n･26－ ｱ091（直通）

　●ホームページアドレス

　　http://libra.ry.town.hasami.|引p/top.htm
　図メールアドレス

　　waveha‖.lib＠town .hasami ｡19.jp
☆朧回詣弥舗日☆《訟祠卜｜月）

　毎週月曜日、第３木曜日、祝日

　及び年末年始（12目28日～１月３日）

◇競寧鎖祢剔り◇

　毎月第２土曜日（10: 30～　総合文化会館）
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●110蚤は緊急の事件・事故の際の

緊急電話です

　相談に関するもの､運転免許証の

更新及び落とし物など緊急でない

要件は、「＃9110番jまたは「各警

察署」にお問い合わせください。

●110番のかけ方

　「1!O」をダイヤルするだけで、市

外局番などは必要ありません。

●間い合わせ先

　川棚警察署地域課　il･82－ 31 10

司ぐ砺

一一　　一一
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I■一一　--㎜㎜㎜㎜　㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜○11月に発注した事業です。

≪事業費130万円以上≫

完済した方だけでなく、現在まだ借金が　至‾‾｢罰‾£旧汀可函?

残っている方でも､連績10年以上の取引が　　゛｀忙-s

･il.t･1.1･bl･i､i!|色404tj｡;'。1･|をφ　　　　　゛ふ[i゛h゛J∃ｓある方には､自己負担金をｾﾞﾛにしますo
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60年分の“ありがとう”を込めて。

レ!Jjllli
l!ﾆ

社協 だより

圓し厄円形

a゛ytllll. l 開催しました１

　去るＨ月24日（日）総合文化会館にて、波佐見『町社会福祉協議会創立60周年記念社会福

祉大会「ありがとうのつどい」を開催しました。

▲婆さんの奏でる二胡の調べに、

観照席はうっとり、時間も忘れて

しまうほどに心地よい空間を演出

しでいただきました。

▲司会は、波高股退部の皆さ

ん。丁寧な進行をありがとう

ございました！

　各種表彰帝含めた式典に始まり、姜

奏ステージ、水谷修さんによるご講演、

暁艶さんによる二胡の演

□

ビー展示など、内容盛りだくさんの大会と

なりました。

　多くのボランティアや後援団体等のご協

力のお蔭で、当日は約脂0名もの方々に会

場まで足を遅んでいただき、大盛況の内に

幕を閉じることができました。

　皆さまに頂きました励まし・お力添えの

数々に心より感謝

申し上げます！

▲「ありがとうメッセージ｣

受霜者の表彰も行いました。

(左ページ参即

社会福祉功労　表彰者発表

多年にわたり、波佐見町の地域福祉

発展に大きなご貢献を賜りました方々

の会長表彰を行いました。

被表彰者名（敬称略）

▼「ゆぴのわ｣の皆さんには、

舞台･ごの手話通訳･ごご活曜い

ただきました。

S･･民生麦頁さんを中心とし

た、多くのボランティアさ

んに支えられての一日でし

た。

ご徊力、本当にありがとう

ございました！

…
…
…
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…
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．
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Ｃ

ぐ

≒ﾄ
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◆金屋郷

◆宿罫

◆中尾郷

◆湯無田郷

◆村木郷

◆非石郷

◆乙長野郷

水谷　陽光

|.L閃　章三

長||晦　重言

祝瀬　節子

広瀬　セキ

山川千恵子

友重　直代

Åかの恂名句ヅ夜回り先生「こと

水谷修先生。笑いを掘り交ぜつつ

も迫力のあるお話しに√会場の題

征も真剣に耳を傾けられていまし

た。

lf″'‾　7゛‾‾゜‾‾｡

1公たくさんのご来場
、

ありがとうございました昏

2皿ﾘ２広報迦四●
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波佐見町社会福祉協議会　�85-2240

‘
‘
厦
寧
に 　　　鯖ａｌ�

森い駒場乎やり

　　一一　　－　一一一八‾‾‾‾･‾

蚕･「

･ｸﾞ弓･5t/許・tけレフ火奮!
Ｓ㎜-

　１１月16日（土）、今回で･21回目となる

「赤い羽根チャリティグラウンド・ゴルフ大

会」を開催！波佐見町グラウンド・ゴルフ協大
会も今年で･創立20周年を迎えられ、記念大ｉ

善意の窓◆香典返しにかえ｀こ･

i'会ともなりました。また、今年も参加圓の中ダふ白<　ケ

｜から、５万円を赤い羽根共同募金としてご砺附いただい･こ

ｉおります。皆様のご協力に、心より感謝申し上げます。

｜　当日は、秋晴れの中、23チーム257名もの参加があり、

ﾚそれぞれに熱戦が繰り広げられました。町内各地区から参

ｉ加者が果って一緒にプレーを楽しむことで、チヤリティー

｜イペントとしてだけでなく、ひとときの交流の場として･も

□賑わう一日となりました｡参加者の皆さん､お疲れ様で･した！
●㎜㎜

それぞれのご寄付に対し厚くお礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　波佐見町社会福祉協議会

威４　　｀娼◆収集ボランティア
,り謝の尽可（切手傷き禍心がきｶｰﾄﾞ等）

★

一一｜

皆様のご協力に感謝いたします。
波佐見町ボランティア迷路協議会

●2のＪ２広範舵こ尼

ｉありがとうメッセージ
i作品受賞者発表！！

tT=/jヽヽ学生低学年の部
｜中央小１年　井上　智貴　さん

○

ｊ£くはちいさいころ、ぴょうきぱかりしていたけど

こんなにげんきになりました。

おかあさんありがとうね，

白小学生高学年の部

ﾚ南小６年　（I浅　美希　さん

）也球。たくさんの自然をありがとう。きれいな空気

｜をありがとう。美しい景色をありがとう。命をあり

ｉ　がとう。

ドj中学生の部

ﾄﾞ波佐見中１年　川野日菓子　さん

君の笑顔を見ていたら私まで笑顔になれちやうよ。

これからもそのまぶしい笑顔でいてね。

いつもありがとう。

ﾘ吻高校生の部

j皮佐見高１年　黒崎　茉由　さん

私にとって'‘ありがとう'･とは、お母さんに伝えた
いです。元気に生まれてこれたことに、本当に感謝

です。親がいての自分だから。

｜昏一般の部

ｉ折叛服郷　木村　　広　さん

甲一身赴任の私から実家で子どもと親の世話をしてい

る家内へ。いつもは言えないけど、感謝の気持で一
杯です。

ｍ『畠Ｕがとら』

111ただぎIまL』た。沢山ｍご応募
にムガ･ら短謝|｡1たLIます１

Ｉ
Ｉ
－

｜

｜



- 一 一 一 一

- 一 一

介護サービスの苦情や相談はありませんか
　一一一一

？

たとえば‥・

　◆今のケアプランでは不安かおり業者を変えたい

　◆契約のときには聞いてなかった費用を請求された　など

　　　　　　　　　　　　その他、わからないことや困っていることはありませんか？
－ 一 一 一 一

介護保険の介護サービスに係る苦情や相談について づ 二七

　まず、サービスを提供している事業所やグループホーム、介護保険施設に直接相談され

るか、または居宅介護支援事業所のケアマネージヤーに相談しましよう。それでも改善が

見られないときや、苦情相談の対応に不満があり、申立人が特に望むときは、長崎県国保

連合会の苦情相談窓口へご相談ください。

㎜㎜■㎜㎜㎜㎜㎜■㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜　　　-ヱ_　　　‥___　　＿　　______　_…　　　㎜　　　㎜　㎜㎜㎜　　㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜　■　㎜■　■■■㎜㎜■　㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜■　■㎜㎜㎜㎜㎜㎜　　㎜㎜■　■■　■㎜　　㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜　㎜　　㎜■㎜享豆習習登が

　　　・　　　㎜　■　　･㎜■■　　　･■　㎜

国保連合会への相談について

　介護サービスの利用者、家族及び当該サービスの提供に関する状況を、具体的かつ

　的確に把握されている方です。

U昿包丁訪’>辿

　原則として、苦情申立憲（用紙は、役場健康推進課介護保険班に用意しています）に必

　要事項をご記入の上、国保連合会へ提出してください。

　電話相談もできますので、お気軽にご相談＜ださい。
■..--.-..-㎜㎜㎜㎜㎜㎜■㎜㎜㎜㎜㎜　　㎜■■㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜■㎜㎜■㎜

ﾚ趾鉛白心労錨

長崎粟国保連合会　i郭95 －826 づ599　平日9:00～17 : 00まで（相談無料）
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Ｉ
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－
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門
に
お
い
て
、
２
年
３
組
の
坪
田
楓
さ
ん
（
美
術
部
）

の
作
品
「
心
の
ご
み
」
が
部
門
の
最
高
箆
で
あ
る
県
知

事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
坪
田
さ
ん
は
作
品
に
つ
い
て
。

　
「
い
じ
め
の
問
題
を
テ
Ｆ
マ
に
し
て
、
友
人
や
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
の
何
気
な
い
一
言
で
傷
つ
い
て
し
ま
う
心
の
中

を
、
丸
め
た
紙
を
使
っ
て
表
現
し
ま
し
た
」
と
説
明
し

て
い
ま
す
。
同
デ
ザ
イ
ン
部
門
で
は
二
他
に
８
名
｛
公

立
高
校
で
は
草
色
の
生
徒
も
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

の
デ
ザ
イ
ン
部

　
１
１
月
1
3
日
に
『
薬
物
乱
用
防
止
講
座
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

薬
物
・
ア
ル
コ
Ｆ
ル
依
存
症
の
リ
ハ
ビ
リ
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
学
校

や
刑
務
所
で
薬
物
乱
用
防
止
の
た
め
の
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
長
崎
タ
ル
ク
」
２
名
の
方
の
お
話
を
開
き
ま
し
た
。
薬
物
依

存
に
至
っ
た
経
緯
は
各
々
異
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
依
存
症
の
怖
さ
と

池
原
の
難
し
さ
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
を
聴
い
た
生
徒
の
ひ
と
り

は
、
『
薬
物
を
体
験
し
た
人
の
話
を
初
め
て
闘
き
、
薬
物
の
恐
ろ
し
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。
家
族
や
友
人
を
失
い
た
く
な
い
の
で
薬
物
に
は
絶

対
に
手
を
出
し
ま
せ
ん
」
と
語
リ
ま
し
た
。

▲県展デザイン部門県知事男「心のごみ」

波佐見高枝差より
Ｘ
／
O７

’
１Ｌ　

Ｏ
Ｖｊ

／
‐
へ

　
１
１
月
１
日
に
１
年
生
全
員
を
対
象
に
『
陶
芸
教
育
』
を
実

施
し
ま
し
た
。
貸
切
バ
ス
で
学
校
を
出
発
し
、
陶
芸
の
館
・

世
界
の
窯
広
畑
公
園
に
到
着
。
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
ク
ラ
ス
別
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
陶
磁
器
工
場
「
中
善
」
で
機
械
ろ
く
ろ
や
鋳
込
み

に
よ
る
成
形
、
縁
付
け
、
ガ
ス
窯
焼
成
の
過
程
を
見
学
し
ま

し
た
。
昼
食
を
は
さ
み
、
午
後
か
ら
は
、
佐
賀
県
立
九
州
陶

磁
文
化
館
で
常
設
展
と
江
戸
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
「
古
武
雄
」
展

を
見
学
し
て
、
最
後
に
村
木
卿
の
国
指
定
史
跡
「
畑
ノ
原
窯

跡
」
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
は
、
「
波
佐

見
焼
が
全
国
の
隅
々
で
広
範
囲
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
」
「
工
場
で
絵
付
け
作
業
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の

集
中
力
と
技
術
力
の
高
さ
に
感
勤
し
ま
し
た
」
「
波
佐
見
焼

の
歴
史
を
も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
と
感

想
を
述
べ
ま
し
た
。

▲陶芸軟膏（工場見学） Å陶芸教育C世界の窯広場公園見学｝

『
勁
自
包
囲
Ｄ
罰
咄
咄
廊
回
廊
』

２匹∃Ｊ２ぬｎ陪泥砂



休
日
在
宅
当
番
医

一 一

一
一
一
一
一
一
一
一
！

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

12月15日
- 一 一

22日

一一‥-一一

23日

29日

30日

31日

１月１日

　２日

　３日

　５日

-
　12臼

　13日

19日
-
26日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

にいむら整形外科（川棚）　　82-6565

坂　□　医　院(波佐見)　　85-3000
-←一一㎜㎜㎜㎜
みやだ小児科医院(川棚)　　82-3735

はすわ診療所(波佐見)　85-5221

松村内科･消化=器科(剰ｍ;)0957-47-07'09

田　渕　医　院(川棚)　　82-2 11 1

ﾊ並鸚ﾀ即Jﾊﾋﾟﾘﾃｰｼｮﾝ阻(波佐勁　　85-5775

こうの内科医院{波佐見}　　20づ500

実松整形外科医院(東彼杵)0957ぺ7-0278

いちのせ内科循環器科（波佐見）　　85-7770

西の原野中医院(波佐見)･　　85べ3054

鈴　木　病　院{東彼杵}0957ぺ6-0145

まつお産婦人科(川剛
－－‥－

波佐見病院(波佐見)

※診療時間‥・9:{}()～17 : 00

安斎･泰:欲鋤産着蔚
人偏件数

者
・
者

・
放
散

　
・
　
事
事

　
　
損
酒

外
傷
循
飲
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レ
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－
レ
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”
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-一一一一　一一こ一一ﾕ　心
無免許事故

- ・

･ ･ 一 一
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一

一
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波佐見町

51（十10）

　　１

　６５

一一………
　１３０

　　０

　　０

－ 一 一 ‥

(十月

(十7)

(－25)

82-2038

85づ021

※11月号の「人のう

ごき」において、一

部誤りがありました

ので、お詫びしｎ正

します、

誤：転出　11人

　　出生　12人

匝：転出　42人

　　出生　11人

　
窓

お
誕
生
お
め
で
と
う

戸
籍

（
敬
称
貼
）

人のうごき巾月末）

人口15,244人（十6）
男
女

世帯数

　転入

　転出

　出生

　死亡

　7,210人

　8,034人

5,（）91世帯（－2）

　　31人

　　28人

　　９人

　　６人

　　｛　□ま前月比

※外国人住民含む

「
お
誕
生
」
「
ご
結
婚
」
「
お
く
や
み
」

は
、
希
・
望
・
者
の
み
掲
瓢
し
て
い
ま
す
。

平成25年10月における犯罪発生状況

　　　　　　｜

10月中発生件劃ぴ

犯
罪
別
認
知
件
数

　　凶悪犯

■－'●曜--･q--･WW" ""
　　粗暴犯

　　窃盗犯

　　知能犯

-一一　一一　一一一一
　　風俗犯

その他　｜

平成25年発生総数

皿死際さ　尚＝i涯F,征一言拓……=il‾I

　個　－　　　　　　　‥■-‾･･-一一　　　　　　　　　　i
j’｀　　　　　’万一で･ざi!･ll::F.

－
一
■
■
■

１
１

－
－
…
…
－
1
‐
－
－
’
－
｀

　川棚町　　　東彼杵町

‥._.-_‥.._.-.‥..　..　　‥　　..
75（－25）57（十9）

　2（－　1）　　1（十　1）

14（－23ド93（十22）

90（＋17）130（十2）

１
　
０

１
－
　
０

【広告】

東彼杵郡内

183（－6）

　4（十　１）

272
０
２
５４

０

(十6)

(－6)

波佐見町　東彼杵郡内
１
　
０
　
１
－
　
３
　
２
　
０
　
５
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

１
　
０
　
ｑ
。
）

１

ア7

８
　
１

　１９

　一一一一･

１０８

　｢許しません

　　　　飲酒運転

　　　　　　　　許す人｣

　年末年始はお酒を飲む機

会が多くなります｡飲酒後は

絶対運転しないようにしま

しょう。

㎜㎜㎜■㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜■㎜㎜■㎜㎜㎜㎜㎜㎜_"･‾'‾･‾""‾･･.."-･‾'‾"'‾"‾‾‾¨"'‾･'‾"･"" "'･･'‾"･‾‾‾‾'･‾‾'　‾‾‾･‾'‾"‾"'･---------------㎜㎜㎜㎜㎜㎜■㎜㎜■■㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜■■㎜㎜㎜■㎜■㎜㎜■㎜㎜㎜　゜゜　.　　_ﾐ_ﾐ_j　　.=　・　　・　..■　　－　　　.-　　-.　　　.゜･1　.1.一一一一-　･J_..ii･ .　　　　　　＿
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I｡ij一式出窓長葡に題川拐

4が“りC⌒'｀･一住宅圖有料老人ホーム川棚警察署から徒歩1分

β.j1ごyy､A、、.Ljし_ｒト1:Iし二二!Iヽ、j l l llllllf〃　●●/'‾"'.-，

－

りｰ一一ラ

　ー一一

ご入居要件

要重犯1･2a

要介護1～5の

認定を受けた方

ハッピ十力｀-デン川棚
　｡。　　　ご利用料／月額Ell

98，5oor=9

(家賃･食費･管理費･水道光熱費･ﾘﾈﾝ頁含む)

お同い金せは
|.-7･こ-Z¶’

|OIO

廣帯･PHS対応1

矧
＝
０

〒e59-3607

20-888 -２

22番地1

●即八ﾘ２廊9佐尼

i10956-S2-5650 搬遥i:田□一大{ケ７マネージｔ一}

　　匹36随口孫淫

　　－　　　受付申！
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函
月
Ｉ

25日(土)9 :30～IL30　0相談員

29日(水)13:30～寡()0　○相談員
一 一 一 一

弁護士相談

※図固館休館目については、則3の図肖館だよりに摺箔してい岸す。

けんこう

◇献血にご協力ください◇
V

末
葬
年
火
年始のごみ収集、
乗務について

し尿汲取り、

①火葬業務を休む日

　平成26年１月１日（元日）
②ごみ収集､し尿汲取りを休む期間

　・可燃ごみ　12月31日（火）～１月３日

　・不燃ごみ　12月28日（土）～１月５日
　　・し　　尿

③注意事項

12月28日（土）～１月５日

(金)

(日)

(日)

　・酒掃工場へのごみの持ち込みについては、

　　年内は12月30日（月）の16 : 30までです。

　・可燃ごみは、１月４日（土）以降の各予定日に

　　出してください。
④問い合わせ先

　回火葬について’
　役場住民福祉課　戸籍係

　束彼地区保健福祉経|合事務局

⑤ごみについて

　東独地区酒掃工場

回し尿について

　東根地区環境センター

長筒重信;一瀬信子
--･●･●●･●●･●･jall･･.-.....■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■･■■-■■

※心配ごと相談において予約が必要です．

　　１月18日(土)

jl』11. .........-.--------------･-
年金相談(役場相談室)

　　１月８日(水)

○相談員　斎藤信隆弁護士

○相談員

　　　10 :〔〕0～16 : 00

諌早年金漏原画談専門贋

■■■■■■-----■■■■■■--■■■■■■-■■■-■●●●●･a-aa■-a.........=

夜間納税相談（役場相談窒ほか）

一一一一一一一一一

17 : 15～2(y00

12月25日(水)、１月27日(月)○相談員

座
振
替
日
は
2
5
日
で
す

催し物
ソフトバレー郡内大会

■■■■■■■■■■■■■■■-■-■■■■■■■■■■■

波佐見町成人式

I･｣･4d･---■■■■■■■-■■■■･
消　防　出　初

一一一一一一

　武

昭和おもしろ遊び塾
波佐見一周駅伝大会

‥‥--‥一一一一一一一一一一-‥-‥一一一一

生･涯学習のつどい

刎5－211∩内線1陶

g()957－46－19印

‘ZI｀82－4265

‘210957－46－1961

I■●Ill●･=･========.
12月22日(日)

一 一 ＝ ＝ ＝

魁ﾖ程到1の場合がありま4｣。

体育

総

総

入

□

|■■■

.95、

□

セン
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文化

夕

=--
会

｜

館

文化会館

やきもの公園

中学校前　スタート･ゴール

総合文化会館

東小学校

校長　中嶋　健蔵

▲６年生が学生さんに一物
　の殷付けをしている湖面

▲学生さんの出身国の話
　　を間いている場面

･-----■■■●●●･･J●4dj
1月３日(金)

１月５日(日)

･一一一一一----一一一一一一一--

１月12日旧)

I■･･a●■●d■■---ab---

1月19日(日)

･■■■-■■■■■■■■■■凰咽･●

１月26日(日)
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　　昏闘　　暉･
j'::
。 ::● 学校だよリ国際理解教育で学ぶこと

　東小学校６年生の総合的な学習の時間は「外国の文化を知ろう」をテーマに取り相んでいます。

秋には長崎国際大学の回学生の皆さんと二回の交流会を行いました。

　‐回目は、学生さんの出身国の町並みや観光地、食べ物や乗り物など映像を交えて紹介していただきました、

その後は、体育館で各国の遊びをグルーブごとに詔介していただき、一緒になって迦びました。給食も一緒に

楽しく食べました。

　二回目の交流会は一回目とは逆に東小学校の子ども達が、日本や波佐見町の歴史や文化を紹介しました。そ

して、日本の昔迦びをー諸に行いました。

　学生さんとの交流を通して、子ども達は外国の文化に触れることができます。日本という自国の歴史や文化

を振り返り、それをしっかりと伝えることも勉強しています。

　昨年度も、交流会を行いましたが、その時の学生さんの言葉でとても印象に残っている言葉がありましたの

でお知らせいたします。

　それは、給食の時の話です。ある学生さんがI「日本で、このようなすぱらしい給食を食ぺている子どもたち

はとても幸せですね。」というお話でした。国によっては、日本の給食のように、毎日温かい食べ物を食べる

ことができない子ども達がたくさんいます。毎Eﾖ、当たり前のように食べている給食の荷り難みを知リ、感謝

の心を持って給食をいただかなければいけないことを、この学生さんの言葉で改めて知らされました。

　これからも、日本の伝統文化を学びながら国､際感覚豊かで、心やさしい子どもたちを育てていきます。
・がゝ¢｀ゝf'1¢i･〆｀りｙｓ／≒〆≒●〆･,／ｉ･,心ｊ６／ゝψ≒〆･･

ホームページアドレスhttp://www.town.hasamL19.jp

メールアドレスｔｏｗｎ－ｏｆｆｉｃｅ＠ｔｏｗｎ､ｈａｓａｍしlg.Jp

　　　　この匡･11SIlillj、E;dlZ!il貳a削の…陥1大鯨油にi7r!･16
&－ｊたソイイﾝｸを･iし･います

２匹リ２広瑕政携●


	page1
	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1


